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平成4年研究活動一覧（順不動）
著書
小杉 直美（編著）：ワープロ現代文作法テキス 卜 OASYS 30シリーズ準拠改訂版，富
士書院， 1992・4
戸坂恵美子（絵） ：月にのるこども （三宅知子詩集），かど創房， 1992・11
佐藤克之（共同編集）：高齢化対応住宅設計指針，北海道住宅都市部， 1992・7
佐藤克之（監修）：人に優しい家づくり，北海道長寿社会振興財団， 1992・9
佐藤克之（編著）：北海道における福祉のまちづくりフォ トマニュアル，日本建築学会北海
道支部フォトマニュアル作成委員会・北海道（監修）， 1992・11
佐藤克之（分担執筆）：快適な老後のために，道新ブックレッ 卜27，北海道新聞社， 1992・
2 
佐藤克之（分担執筆）：高齢者用機器に関するニーズ調査研究， 全国社会福祉協議会， 1992・
2 
佐藤克之（監修）：人に優しい住まいを求めて，北国の家，1992・5
佐藤克之（共同編著）：北海道における福祉環境整備についての研究，日本建築学会北海道
支部計画委員会，1992・11
荻野忠則：“どの子も幸せな学校”を支える一 「教育方法」の実技論集一，学術図書出版
f士， 1992・9
晴山紫恵子（共訳） ：子供のスキーと指導（AFlemmen, 0. Grosvold），ペースボール・マガ
ジン社， 1992・10
清水純一 ：教師のためのコンピュータ研修，北海道日興通信株式会社， 1992・7
津田 一義（共著）：北海道芽室町における土地利用型農業確立農業構造改善事業について
一農業構造改善特別コンサルタン卜活動報告書 ，第3章pp.33-47,（出全国
農業構造改善協会， 1992・3
松井弘子 ：オフィスマナー期待される人，ソルト出版， 1992・4
川上 敬（共訳） ：ジェネティックアルゴリズムハンドブック （LawrenceDavis (ed.), 
森北出版， 1992・12
論文
白佐俊憲 ：血液型性格判断の妥当性の検討，北海道女子短期大学研究紀要，第27号，pp.1 
-16, 1992・12
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寺島善五朗：日本最初の英語の教師RanaldMacDonaldの父ArchibaldMcDonaldの青年時代，
北海道女子短期大学紀要，第27号， pp.17-36,1992・12
石沢文規：企業・メヤナ・フィラランソロビー・大学をつなぐもの，「しやりばり」， 1992年
7月号， pp.12 21, 1992・7
石沢文規（ペンネーム佐和 椎）：大学の国際貢献ーアジア・アフリカの飢餓に取り組
む大学NGOの誕生に向けて一，「しやりばり」， pp.18-21,1992年10月号， 1992・
10 
石沢 文規：日本のアキレス鍵がみえる 一寺島実朗氏の講演を聞いて一，「しやりばり」， 12
月号， pp.20-24,1992・12
常見信代：シンボル・ストーンを読むーハイランド・ドレス前史一，日本服飾学会誌，第
11号， pp.16-28,1992・5
常見信代：ピクトの王国－King-listsをめぐる諸問題一，北大史学，第32号， pp.21-36,
1992・8
津田幸子・鈴木正子・高田佳子：衣生活の変遷， 北海道を探る，第23号，江差特集その
1 , pp.272-301, 1992・3
小田嶋政子：北海道の食文化の継承過程と変容一雑煮の事例を中心として一，日本民俗学，
第189号， pp.47 73, 1992・2
小田嶋政子 （共同研究）：北海道開拓移住村における出身母村の食文化の形成と展開 食文
化の創造一食生活文化に関する研究助成研究紀要， 第5巻， pp.83-90,1992・
3 
小田嶋政子・小林三江子 ：食生活の変遷，北海道を探る，第23号，江差特集そのし北海道み
んぞく文化研究会， pp.301-340,1992・3
小田嶋政子（共同研究） ：年中行事，北海道を探る，第23号，江差特集その1,pp.367-407, 
1992・3
小田嶋政子： 青森県野辺地町における食文化の受容と形成，女性と経験， 第17号，pp.45-56,
1992・10
高岡 朋子 （共同研究）：女子学生の着替えに伴う心理的な効果についての調査研究，繊維機
械学会誌，第45巻，第6号， pp.91-100,1992・6
東 昇・ 田崎雅子 ：本道中学校における学校管理下の災害発生状況I－災害事例一，
北海道女子短期大学研究紀要，第27号，pp.37-49,1992・12
田崎雅子：本道小規模校における養護教諭の執務の状況［I J，北海道女子短期大学研究紀要，
第27号， pp.51-63,1992・12
加藤 満（共同研究）：小学校児童の体型の変化，北海道体育学研究，第27号， pp.23-27,
1992・8
加藤 満：女子短大卒業生における運動・スポーツ，及び健康 ・体力の意識調査一 体育の
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専科生の場合 ，北海道女子短期大学研究紀要，第27号， pp.65-82,1992・12
畠山孝子：ソフトテニスのグラウンドストローク技術における筋活動と動作画像分析一
フットワークに着目して一，北海道女子短期大学研究紀要，第27号， pp.83-94,
1992・12
増山 尚美：律動的運動と内的リズムの関係について一拍子を中心に一，北海道女子短期大
学研究紀要，第27号， pp.95-104,1992・12
織田泰之：菅季治の人生と哲学の論理（そのl）， 知慧第3号，北海道倫理哲学研究会，
pp. I一7, 1992・4
荻野忠則：父と子と母と一生涯青春を生きる一平成3年度旭川市PTA母親研修会講演集
録， pp.1 -19, 1992・3
荻野忠則：学校生活の出会いと別れ，心のひろば， 第55号，pp.21-37,1992・6
荻野 忠則： ともに学ぶ教育学 （その 5），北海道女子短期大学紀要，第27号，pp.105-120,
1992・12
荻野忠則：新しい時代のMoralを考える一世界は一つ，GlobalMoralの創造と統合 ，北
海道教育の窓，第23巻第12号， pp.5 -12, 1992・12
晴山紫恵子 （共同研究） ：ローラースキー実走およびローラーボードトレーニングにおける筋
電図的研究ークロスカントリースキー実走時の筋電図との比較検討から一，平
成3年度日本体育協会スポーツ医・科学研究報告， NoI競技種目別競技力向上に
関する研究， pp.174-182,1992 
晴山紫恵子 （共同研究） ：中等高所における持久力トレーニングと体調調整に関して一全日
本スキ一連盟ノルデイ ツク・コンパインド・ナショナルチーム（A）の実践研究から
一，平成3年度日本オリ ンピック委員会スポーツ医 ・科学研究報告，NoNJOC
高所トレーニング医・科学サポート， pp.14-19,1992・3
晴山紫恵子（共同研究） ：クロスカントリースキー・レース の登行走におけ る
Electromyography，バイオメカニクス研究’92,1992・12
晴山紫恵子 （共同研究） : Logger法によるスキージャンプとク ロスカン トリースキーの
Electromyography，バイオメカニクス研究’92,1992・12
晴山紫恵子（共同研究） ：スキー複合におけるアルベールピルからリレハンメル，長野大会に
向けての科学的強化策，トレー ニング科学’92,1992・12
晴山紫恵子（共同研究）： 競技成績向上のための科学一最近の高所トレーニング，スキ のー
場合一，体育の科学42(6),pp.426-431, 1992・6
晴山紫恵子 （共同研究）：スキーノルディック複合選手のアルベールピルオリンピックに至る
競技力向上対策，コーチング・クリニック，6 (5), pp.24-28, 1992・5
晴山紫恵子（共同研究）：幼児の 「歩くスキー」指導における心拍数変化の検討一健康づく
り運動強度の指標として一，北海道大学体育指導センタ一年報4，臨寒スポー
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ツ科学資料皿， pp.44-52,1992・11
晴山紫恵子（共同研究）：（附全日本スキー連盟ノルディック・コンパイン ド，ナショナルチー
ム（A）及び（B),1992年秋期体力測定報告，全日本スキ一連盟競技本部報告， pp.I 
-34, 1992・11
晴山紫恵子（共同研究）：札幌市市民の健康運動量測定調査報告について，札幌市健康運動開
発研究会報告書官， pp.1 -41, 1992・3
晴山紫恵子（共同研究） ：幼児の健康づくりからみた「歩くスキー」の運動強度，平成3年度
文部省科学研究補助金助成研究報告書， 1992・12
晴山紫恵子（共同研究）：幼・小児期における「健康運動」教育に関する一考察ーその必要
性と位置付けの検討一，北海道女子短期大学研究紀要，第27号， pp.121-127,
1992・12
石崎一記： 「いじめ」はいまどうなっているのか，学級担任のための子供の心がわかる本，
児童心理，pp.124-133,1992・4
板橋守邦：近代日本の政治経済事件簿1-10, Signature, 1992・3-12 
板橋守邦：北海道経済100年の風景，クオリティ， 1992・10-12
板橋守邦 ：（特集・北を読む〉変容する北の辺境， 「よむ」，pp.2 -5, 1992・3
板橋 守邦：命拾いした沖獲りサケ，「たしかな目」，pp.22-25,1992・7
藤井雅章 ：短期大学における情報処理教育の現状，北海道女子短期大学研究紀要， 第27号，
pp.129-141, 1992・12
沓沢 隆：企業間競争に作用する法則の研究，北海道女子短期大学研究紀要，第27号，
pp.143-153, 1992・12
大関 慎： OA化で変わる企業形態，北海道女子短期大学研究紀要，第27号，pp.155-166,
1992・12
村松幹男：情報公開制度一北海道の現状と情報化社会における新しい制度への展望一，経
済学研究（北海道大学）第41巻第4号，pp.57(343) -68 (354), 1992・3
川上 敬（共同研究）：ソリッドモデルからの可視面分抽出による高速面画作成，北海道大
学工学部研究報告，No.159, pp. 1 -9 , 1992・5
川上 敬（共同研究） : GAによる 3次元箱詰め戦略の自動チューニングとルールペースの
構築，情報処理学会論文誌， Vol.33 No. 6, pp.761一768,1992・6
Takashi Kawakami, et al.・ The Autonomous Robot Navigator with the Classifier Meehan-
ism, l'Instistut des Microtechniques de Franche-Comte, 1st J-FCM, pp.163 -
168, oct. 1992. 
川上 敬：機械学習によるAIフランナーの開発，北海道女子短期大学研究紀要，第27号，
pp.167-178, 1992・12
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学会発表
常見信代：服装史の“現場”から，日本服飾学会第13回大会， 1992・5
津田 幸子：古代プリーツのイメージによる作品咽，第13回日本服飾学会， 1992・5
小田嶋政子：食文化の継承と変容，日本民俗学会第44回年会シンポジウム日本文化を考える
一北海道の視点から一， 1992・10
土屋律子・木下教子（共同研究）：高齢者の食生活に関する調査第l報，日本家政学会東
北・北海道支部第37回研究発表会， 1992・9
土屋 律子・木下教子 （共同研究）： 高齢者の食生活に関する調査第2報，日本家政学会東
北・北海道支部第37回研究発表会， 1992・9
高岡朋子 （共同研究）：男性の夏のふだん着に関する調査（第1報），日本繊維機械学会被
服心理学研究分科会，1992・3
高岡朋子 （共同研究） ：男性の夏のふだん着に関する調査（第2報），日本繊維機械学会被
服心理学研究分科会， 1992・3
測井喜美恵（共同研究） ：現代看護につながるフロレンス・ナイチンゲールについての総合研
究・第3報，ナイチンゲール研究会，平成3年度文部省科学研究補助金研究報告，
1992・10
測井喜美恵 ：Noteson Nursingの日本語訳の変遷，日本看護歴史学会，1992・8
加藤 満：歩くスキー ・ lOkm滑走中の酸素摂取量に関する事例報告，北海道スポーツ医科学
研究会，1992・3
加藤 満：女子短大卒業生における運動・ スポー ツ，及び健康・体力の意識調査一体育の
専科生の場合一， 北海道体育学会研究大会，1992・11
加藤 満（共同研究）：小学校児童の下肢長について， 北海道体育学会研究大会，1992・11
畠山 孝子（共同研究）：ソフトテニスのグラウンドストロークにおける筋活動と動作分析
一熟練度の異なる被験者のフットワークとストロークから一，日本体育学会第
43回大会，1992・12
畠山 孝子 （共同研究）：ソフ トテニスにおけるフットワークの違いからみたグラウンドスト
ローク技術一筋電図および動作の画像解析一，北海道体育学会研究大会，1992・
11 
増山 尚美 ：律動的運動におけるリズムパターンとフロアパター ンの関係についての一考察，
北海道体育学会研究大会，1992・11
荻野忠則：新しい時代のMoralを考える 世界はひとつ，GlovalMoralの創造と統合一，
第3回日韓中等教育協議会，1992・7
荻野忠則： 入試における得点調整に対する偏差値技術の貢献，日本教育心理学会第34回総会，
1992・10
晴山紫恵子（共同研究）： クロスカントリースキー ・レース登走行におけるElectromyography,
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日本バイオメカニクス学会第11回大会， 1992・5
晴山紫恵子（共同研究） : Logger法によるスキージャンフとクロスカントリースキーの
Electromyography，日本バイオメカニクス学会第11回大会，1992・5
晴山紫恵子（共同研究）：クロスカントリー系スキー選手の負荷テス トにおけるVo2及び＇.HR
の応答特性一世界一流の我国選手及び学生選手の測定からー，北海道体育学会，
1992・11
晴山紫恵子（共同研究）：幼児の「歩くスキー」指導における心拍数変化の検討ー運動強度の
指標として～，北海道体育学会，1992・11
晴山紫恵子（共同研究）：スキージャンプの踏切における模擬動作と実飛行の筋電図的検討，
北海道体育学会， 1992・11
晴山紫恵子（共同研究） ：クロスカントリースキーレース中の筋電図及び心拍数の動態，日本
体育学会第43回大会， 1992・12
晴山紫恵子（共同研究） ：スキージャンフ実飛行と模擬動作のTakeoffにおける筋作用機序に
ついて，日本体育学会第43回大会， 1992・12
白石 淳：短期大学における教員養成の実態と課題に関する調査研究一北海道女子短期大
学の卒業生の調査を通して ，日本教育学会第51回大会， 1992・8
松井 弘子：秘書実務の評価の方法について，日本秘書学会北海道ブロック研究会，1992・3
川上 敬（共同研究）：マルチエージェント環境における自律型ロボッ卜ナピゲーションに
関する研究 クラシファイアーシステムによるアフローチ ，平成4年度精密
工学会春期大会学術講演会， 1992・3
川上 敬（共同研究） : csによる機械に関する研究ー プロセスプランニンクー へのアフ。ロー
チー，平成4年度精密工学秋期支部大会学術講演会，1992・8
川上 敬（共同研究） : csによる知識の連結に関する研究一積木問題への適用一，平成
4年度電気関係北海道支部大会学術講演会， 1992・10
Takashi kawakami, et al. : The Autonomous Robot Navigator with the Classifier Meehan-
ism, First Japanese-French Congress of Mechatronics, oct., 1992 
作品発表
重住 和子：ファニチャーファプリック組作品（織） クリスマスのクラフト，芸術術の森クリ
スマス展， 1992・11
重住和子：自の構図（織），第9回北海道テキスタイjレ協会展，1992・12
重住 和子： ファニチャーファブリック（織），北海道女子短期大学研究紀要第27号，1992・
12 
阿部典英：貫 （雪 ・木），雪の造形展’92,1992・2
阿部典英 ：春の言葉 （造形レリーフ），新陵中学校，1992・3
阿部典英：オヨメサン ニ アパラボネ（造形），’92さっぽろ芸術展， 1992・3
阿部典英：オヨメサン ニ アパラボネ（造形），亀山良雄と11人展， 1992・6
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阿部典英：オヨメサンニアパラボネ（造形）， ’92SEOUL SAPPORO ART SHOW, 
1992・7
阿部典英：オヨメサン ニ アパラボネ（造形），第6回北の彫刻展， 1992・8
阿部典英：オヨメサン シリーズ（造形），個展 Gallary藍， 1992・9
阿部典英 ：オヨメサン シリーズ（造形），個展 GallaryK, 1992・10
阿部典英：オヨメサントウヒッヒ 他（造形），第5回北見現代美術展， 1992・11
小林繁美：仮面他1点，亀山良雄と11人展， 1992・6
小林繁美：仮面舞・鯖蛤，北海道美術協会展， 1992・11
戸坂恵美子 ：「こどものせかい」（染色），第2回グループ野の花染色展， 1992・1
戸坂恵美子：「たんじようびのき」より（染色），第9回恵彩会展， 1992・2
戸坂恵美子：「風に・光に」より（染色）， '92さっぽろ芸術展， 1992・3
戸坂恵美子：「群舞」他42点（染色），“戸坂恵美子いちまいの布と色のファンタジー”国際ソ
ロプチミス 卜留萌企画展， 1992・4
戸坂恵美子： 「映える」（染色），亀山良雄と11人展， 1992・6
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